
【施策ごとの事業数一覧】　（R2年度事業）

◎ ○ △

1 1 人権 01 人権の尊重 ① 人権文化の醸成 17 8 7 1 9

② 人権の擁護 12 3 3 9

2 男女共同参画 01 男女共同参画社会の構築 ① 男女共同参画社会の推進 1 1 1 0

② 女性の活躍推進 1 1 1 0

3 教育・青少年 01 子どもの生きる力を育む教育の推進 ① 教育内容の充実 26 6 6 20

② 子どもの健やかな体づくりと安全・安心の確保 20 4 4 16

③ 青少年健全育成の推進 5 2 1 1 3

02 学校の教育力の向上 ① 教職員の資質向上 5 3 3 2

② 学校経営の充実 14 7 7 7

③ 学校施設・設備の充実 9 2 2 7

4 生涯学習・スポーツ 01 生涯学習・スポーツの充実 ① 生涯学習機会の充実 7 4 4 3

② スポーツ活動の推進 15 3 1 2 12

③ スポーツ環境の充実 3 2 2 1

02 地域協働合校の推進 ① 地域協働合校の取組の推進 1 1 1 0

5 市民文化 01 文化・芸術の振興 ① “ふるさと草津の心（シビック・プライド）”の醸成 2 1 1 1

② 文化・芸術活動の推進 4 4 4 0

③ 文化財の保護と活用の推進 11 5 5 6

④ 歴史資産を生かしたまちづくり 2 2 2 0

2 6 子ども・子育て 01 切れ目のない子育て支援 ① 総合相談窓口の充実 2 2 2 0

② 母子保健サービスの充実 7 3 3 4

③ 子ども・子育て支援、ネットワークの充実 13 5 5 8

02 就学前教育・保育の充実 ① 質の高い就学前教育・保育の提供 37 11 11 26

② 就学前教育・保育施設の整備 2 2 2 0

03 安心して子育てができる環境づくり ① 児童虐待の防止と早期発見・早期対応 4 2 2 2

② ひとり親家庭等への支援の充実 9 5 5 4

③ 発達障害児等への支援の充実 5 2 2 3

④ 児童育成クラブの充実 1 1 1 0

⑤ 子育てに伴う経済的負担の軽減 7 3 3 4

7 長寿・生きがい 01 いきいきとした高齢社会の実現 ① 高齢者の生きがいづくり・社会参加の促進 8 3 3 5

02 あんしんできる高齢期の生活への支援 ① 地域包括ケアシステムの推進 25 2 2 23

② 認知症対策の推進 5 3 3 2

③ 介護予防対策の推進 16 2 2 14

④ 介護サービスの充実 26 3 3 23

⑤ 介護保険制度の適正運用 11 3 3 8
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「人」が輝くまちへ

「安心」が得られるま

ちへ

【資料３】

人権と平和を守る都市宣言啓
発事業：
新型コロナウイルス感染症の影
響で「いのち・愛・人権のつど
い」を中止とした。

青少年育成活動事業：
青少年育成大会はコロナ対策
を施し開催し、活動の広報と
して、広報紙を発行し市民に
広く周知したが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で青少
年の主張発表大会は中止し
た。

①市民体育大会開催支援補助
事業：
新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、十分に感
染症対策のとれる一部の競技
のみ開催されたため。
②県民体育大会等出場支援補
助事業：
新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、十分に感
染症対策のとれる一部の競技
のみ開催されたため。

①史跡草津宿本陣管理事業：
SNSなどにより積極的な発信は
行ったが、入館者数も大きく減
少し、講座や学校連携事業等の
中止や回数・定員減もあり、十
分に魅力を発信できなかった。
②草津宿街道交流館運営事
業：
SNSなどにより積極的な発信は
行ったが、入館者数も大きく減
少し、講座や学校連携事業等の
中止や回数・定員減もあり、十
分に魅力を発信できなかった。
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8 障害福祉 01 共に生きる社会の推進 ① 障害のある人の暮らしを支えるサービス基盤の充実 55 5 5 50

② 障害と障害のある人への理解促進と尊厳の保持 4 2 2 2

③ 福祉のまちづくりの推進 3 2 2 1

9 地域福祉 01 「地域力」のあるまちづくり ① 地域福祉の担い手の育成と活躍の促進 3 2 2 1

② 地域福祉を支えるネットワークづくり 10 4 4 6

10 健康・保険 01 市民の健康づくり ① 市民の健康づくり支援 21 7 6 1 14

② 疾病予防対策の強化 5 4 3 1 1

02 医療保険制度の適正運用 ① 国民健康保険制度の運用 29 4 4 25

② 後期高齢者医療制度の運用 5 1 1 4

③ 福祉医療費の助成 11 2 2 9

11 生活安心 01 生活安定への支援 ① セーフティネットの充実 13 5 4 1 8

02 暮らしの安心の確保 ① 市民相談業務の充実 1 1 1 0

② 消費者の自立支援・消費者教育の推進と消費者団体の育成 3 2 2 1

③ 生活衛生の向上 9 4 4 5

12 防犯・防災 01 犯罪のないまちづくり ① 自主防犯活動の展開 1 1 1 0

② 防犯設備の維持・整備 1 1 1 0

02 自助・共助による防災対策の充実 ① 自主防災体制の確立と市民意識の高揚 4 1 1 3

03 災害に強いまちづくり ① 消防体制・基盤の充実 5 2 2 3

② 地域防災体制・基盤の強化 3 3 3 0

04 治水対策の推進 ① 河川・排水路の整備 5 2 2 3

② 公共下水道雨水幹線の整備 2 2 2 0

健康啓発推進事業：
くさつ健幸ポイント制度を実
施することで、健康づくりの
意識付けと習慣化につなげる
ことができたが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で、身
体測定や栄養相談等を実施す
る「食と運動のからだまるご
とはかるデー」の啓発イベン
トは中止した。

健康診査事業：
医療機関にて、各種がん検
診・肝炎ウイルス検診・プレ
特定健康診査を実施し、さわ
やか保健センターにて、胃が
ん検診（Ｘ線検査）を実施し
た。しかし、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、特
定健診会場での各種がん検診
等の集団けん診とすべてのけ
ん診の個別勧奨通知を中止
し、受診者数が全体的に減少
した。

市営住宅運営事業：
住まいに困窮される方に市営住
宅の供給を行うため、新規入居
者の募集を行っているが、老朽
化等により募集可能な住居が減
少しているため。
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3 13 うるおい・景観 01 草津川跡地の空間整備 ① 草津川跡地の整備 1 1 1 0

02 ガーデンシティの推進 ① 公園・緑地の整備 1 1 1 0

② 公園・緑地の活用 7 6 6 1

③ まちなみ緑化の推進 2 2 2 0

03 良好な景観の保全と創出 ① 自然的・歴史的景観の保全と活用、都市景観の形成 2 2 2 0

14 環境 01 良好な環境の保全と創出 ① 自然環境の保全 3 1 1 2

② 環境学習の拡充 1 1 1 0

③ 環境汚染、環境負荷対策の促進 5 2 2 3

02 低炭素社会への転換 ① 様々な主体が参画するプラットフォームの拡充 1 1 1 0

② 省エネルギー・新エネルギー利用等の推進 2 2 2 0

03 資源循環型社会の構築 ① 廃棄物の発生抑制・再使用・資源化の推進 4 1 1 3

② 廃棄物の適正処理 10 3 3 7

③ 環境美化の推進 3 1 1 2

15 住宅・住生活 01 “まちなか”の魅力向上 ① 市街地の整備 6 2 2 4

02 住まいと住生活の魅力向上 ① 良質な住宅資産の形成 3 1 1 2

② 空き家等の対策の推進 1 1 1 0

③ 土地利用の適切な誘導 5 2 2 3

④ 地域特性を活かした郊外部の整備 2 1 1 1

16 上下水道 01 水の安定供給 ① 上水道施設の整備更新・耐震化と維持管理 25 6 6 19

② 上水道事業の健全経営 4 1 1 3

02 下水道の安定基盤づくり ① 下水道施設の整備更新・耐震化と維持管理 6 3 3 3

② 下水道事業の健全経営 5 1 1 4

17 道路・交通 01 安全・安心な道路の整備 ① 広域主要幹線道路等の整備促進 1 1 1 0

② 幹線道路の整備 1 1 1 0

③ 生活道路の整備 1 1 1 0

④ 歩道・自転車道等の整備 8 2 1 1 6

⑤ 道路施設の長寿命化と維持管理 12 2 1 1 10

02 公共交通ネットワークの構築 ① 公共交通ネットワークの充実 5 1 1 4

03 バリアのないまちづくり ① まちのバリアフリー化の促進 1 1 1 0

「心地よさ」が感じら

れるまちへ

野路公園整備事業：
用地交渉を進めたが、用地取
得に至らなかった。

環境学習推進事業：
教材貸出事業や講師派遣事業を
推進したものの、新型コロナウ
イルス感染症の影響により啓発
活動が十分に出来なかった。

ごみ問題を考える草津市民会議
活動補助事業：
ごみ問題を考える草津市民会議
が主催となり、行政との協働に
より、3Rの推進に努めたもの
の、新型コロナウイルス感染症
の影響により、複数の事業を中
止したことから、啓発活動が十
分にできなかった。

大江霊仙寺線整備事業：
計画の見直しにより進捗に遅れ
が生じた。

歩道整備事業：
計画の見直しにより進捗に遅れが生
じた。

道路維持補修費：
必要に応じ、道路補修を行うことで、
適切な道路環境を維持することができ
たが、要望通りの交付金が得られな
かったことから、橋梁修繕工事の計画
の見直しを行った。

駅周辺バリアフリー化事業：
計画見直しにより進捗に遅れが生じ
たため。
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4 18 農林水産 01 農業の振興 ① 持続的・安定的な農業経営の確立 5 2 2 3

② 農地の保全と農業的土地利用の増進 14 5 5 9

③ 市民ニーズに応える地産地消の推進 1 1 1 0

④ 「農」のあるまちづくり 3 2 2 1

02 水産業の振興 ① 水産業の経営の安定化 1 1 1 0

② 漁場環境の保全と漁業資源の確保 1 1 1 0

19 商工観光 01 中心市街地の活性化 ① 中心市街地のにぎわいの創出 1 1 1 0

02 商業の振興 ① 地域商業の活性化 6 3 3 3

03 工業の振興 ① 研究開発人材の連携と協働の基盤づくり 1 1 1 0

② 企業の誘致と集積促進 1 1 1 0

③ 新産業の創出 1 1 1 0

④ 中小企業の技術向上と経営革新の支援 1 1 1 0

04 観光の振興 ① 観光資源の活用と草津のブランド力の強化 3 1 1 2

② 出会いとふれあいの魅力の発信 3 2 2 1

05 勤労者福祉の増進 ① 勤労者への支援 4 2 1 1 2

20 01 市民自治の確立 ① 市民自治の確立のための環境整備 5 3 3 2

02 基礎的コミュニティの活性化 ① 基礎的コミュニティ活動の支援 7 1 1 6

03 市民公益活動の促進 ① 市民公益活動の支援 3 1 1 2

21 情報・交流 01 まちづくり情報の提供の充実 ① 地域のまちづくり情報の提供 1 1 1 0

② 行政情報の提供 7 2 2 5

02 多様な交流活動の展開 ① 産学公民との協働によるまちづくりの展開 3 1 1 2

② 近隣自治体との連携の強化 2 1 1 1

③ 多文化交流の促進 2 1 1 1

5 行財政マネジメント 22 行財政マネジメント 01 健全な市政運営 ① 健全な財政運営の維持 11 1 1 10

② 市有財産の適正な維持管理・更新 13 1 1 12

③ 事務事業の効果・効率の向上 13 1 1 12

02 職員力の向上 ① 職員の資質向上 8 1 1 7

03 市民との情報共有の推進と公正の確保 ① 情報提供・情報公開の推進 18 2 2 16

合計 793 261 0 239 22 532

参考：昨年度事業数　　　　　　　　　　　合計 792 264 0 256 8 528

コミュニティ・市民

自治

「活気」があふれるま

ちへ

産業支援コーディネータ配置事業：
新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、企業訪問件数が減少し、目標値を達
成することはできなかった。

工業振興事業（販路開拓支援分）：
展示会出展の希望者を募集したが、新型
コロナウイルス感染症の拡大により出展
希望者がほとんどなく、1者のみの出展
となり、目標値を達成することができな
かった。

観光物産協会観光振興活動費補助事業：
観光物産協会の法人化の準備やフォトコ
ンテストを開催するなど、アフターコロ
ナを見据えた環境整備を行ったが、新型
コロナウイルス感染症の拡大の影響によ
り、志那三郷の藤まつりや草津ヨシ松明
まつり、くさつハロウィン、日本遺産等
周遊バス等の各種イベントが中止となっ
た。

①宿場まつり開催費補助事業：
第52回草津宿場まつりは、新型コロナウ
イルス感染症の拡大に伴い中止となっ
た。
②観光宣伝事業：
認定外国人観光案内所の認定を受けるな
ど、アフターコロナを見据えた環境整備
を行いましたが、新型コロナウイルス感
染症により観光案内所における観光案内
の機会が減少した。

勤労者福祉団体育成事業：
勤労者福祉団体が実施する事業に対する
支援を行ったものの、新型コロナウイル
ス感染症の拡大により、各団体の事業の
一部が中止となり利用者数も減少し目標
を達成することができなかった。


